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　　　那珂川緊急治水対策推進室

令和 6 年 9 月　第 42 号

ひたちなか市では水害から市民の生命・財産を守るため様々な治水対策を推進しています。

国・県・市を問わず市内で行われている治水対策についてご紹介していきます。

ひたちなか市では水害から市民の生命・財産を守るため様々な治水対策を推進しています。

国・県・市を問わず市内で行われている治水対策についてご紹介していきます。

ひたちなか市建設部河川課

　那珂川緊急治水対策推進室

〒312-8501

　ひたちなか市東石川 2 丁目 10 番 1 号

TEL　029-273-0111（内線 6418）

ひたちなか市河川課のホームページでも
治水に関する情報を公開しています。
　　　　　　　　　アクセスはこちら→

「ひたちなか治水だより」は不定期更新で
ひたちなか市の治水についてお知らせします。

 

コンクリート擁壁 地盤改良

【栄町地区】

那珂川

R5 那珂川左岸栄町地区外築堤護岸工事（常陽建設㈱）

【位置図】
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【三反田地区】

那珂川

R5 那珂川左岸栄町地区外築堤護岸工事（常陽建設㈱）

R5 那珂川左岸三反田下流地区築堤工事
（新井土木㈱）

R5 那珂川左岸三反田上流地区築堤工事（松崎建設㈱）

R４那珂川左岸小場江排水樋管改築工事（大日本土木㈱：完成）

Ｒ５那珂川左岸栄町地区外築堤護岸工事

（常陽建設（株））

　※１０月から，那珂湊地区の

　　栄町地内の工事も始まる予定です。

Ｒ５那珂川左岸栄町地区外築堤護岸工事

（常陽建設（株））

　※１０月から，那珂湊地区の

　　栄町地内の工事も始まる予定です。

 現在，那珂川緊急治水対策プロジェクトの堤防整備が
順調に進んでいます。現在，勝田地区では三反田地内で
工事を行っています。直近では，７月にひたちなか治水
だより第４０号でも紹介しました小場江排水樋管の改築
工事が完成しました。１０月からは，那珂湊地区の栄町
地内の工事も始まる予定です。

 現在，那珂川緊急治水対策プロジェクトの堤防整備が
順調に進んでいます。現在，勝田地区では三反田地内で
工事を行っています。直近では，７月にひたちなか治水
だより第４０号でも紹介しました小場江排水樋管の改築
工事が完成しました。１０月からは，那珂湊地区の栄町
地内の工事も始まる予定です。

 現在，那珂川緊急治水対策プロジェクトの堤防整備が
順調に進んでいます。現在，勝田地区では三反田地内で
工事を行っています。直近では，７月にひたちなか治水
だより第４０号でも紹介しました小場江排水樋管の改築
工事が完成しました。１０月からは，那珂湊地区の栄町
地内の工事も始まる予定です。

那珂川緊急治水対策プロジェクトの整備状況です。 【国】

 栄町地区の工事が始まります（那珂川緊急治水対策プロジェクト）。【国】

【施工の流れ】

仮設工→構造物撤去工→河川土工

　→地盤改良工→擁壁護岸工→付帯工

【施工の流れ】

仮設工→構造物撤去工→河川土工

　→地盤改良工→擁壁護岸工→付帯工

　この度，Ｒ５那珂川左岸栄町地区外築堤護岸工事において，那珂湊地区の工事着手が決まりましたのでお知
らせします。この工事の施工箇所は２工区に分かれており，令和６年７月より勝田地区の三反田地内での堤
防整備を進めています。那珂湊地区の栄町地内においては，堤防整備を令和６年１０月から工事着手します。
地元住民の皆さまには，ご不便をおかけ
しますが，安全管理を徹底し，工事の早
期完成を目指していきますので，ご理解
とご協力をお願いします。

R5 那珂川左岸栄町地区外築堤護岸工事　
　工　期：R6.10.1 ～ R7.2.28
　→栄町地内の工事が始まります。
　受注者：常陽建設株式会社
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③特殊堤　プレキャストＬ型擁壁 +地盤改良 ②特殊堤　プレキャストＬ型擁壁
①特殊堤

コンクリート嵩上げ
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⑥

副市長と「茨城県事業・市事業」を視察しました。【茨城県・ひたちなか市】

　令和６年度から副市長が変わり，新たに吉冨副市長が就任されました。今回，ひたちなか市の治水事業の
茨城県と市河川課で取り組んでいる「中丸川流域における浸水被害軽減プラン（100 ㎜ /h 安心プラン）」の
事業地と外１箇所の計 4箇所の現場を茨城県の方々と一緒に視察しました。現場の説明について，茨城県の
担当者，市河川課及び受注者から工事の説明を受け，副市長と確認しました。

↖
主要地方道水戸那珂湊線の整備

（茨城県事業）

中丸川調節池の整備
（茨城県事業）
↙

大島第 1 幹線管きょ布設工事
（ひたちなか市事業）
↙

↑
大川改修工事
新宮田橋付帯工事

（ひたちなか市事業）

右の３枚の写真は，副市長が，水戸那珂湊線の整備状況を常陸大宮
土木事務所から説明を受けています (Ａ，Ｂ，Ｃ)。▶

▲上の２枚の写真①，②は，副市長が大
島第 1幹線の整備状況を受注者から説明
を受けています。
▼下の左写真③～⑥は，中丸川調節池の
整備状況の説明を常陸大宮土木事務所か
ら受けています。
▼下の中央の写真⑦，⑧は，大川の河川
改修工事の説明を市河川課から受けてい
ます。

現在，工事を行っている新宮
田橋の上部工（橋桁）の上で
現場状況を確認している吉冨
副市長です！

①①

②②

③③

④④

⑤⑤ ⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

ＡＡ

ＣＣ

ＢＢ

現在，工事を行っている新宮
田橋の上部工（橋桁）の上で
現場状況を確認している吉冨
副市長です！
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到達マンホール

　上の写真は , 掘進機が既設マンホールに到達し，掘進機の回収を含めた一連の作業の流
れです。既設マンホールを削孔撤去し，掘進機の到達を確認します。次に掘進機を既設マ
ンホール内に推進し，掘進機を解体していき，回収作業を行っています。発進立坑の片付
けも終了し，掘進機部分の管きょ布設が終わり，管きょの布設が終了しました。今後，管
きょ内の仕上げの作業や裏込めの注入作業等を順次行っていきます。

大島第１幹線管きょ布設工事の掘進機が到達マンホールに到達しました。【ひたちなか市】

　現在，外野第１公園内で推進工法による大島第１幹線管きょ布設工事を行っています。近隣の皆様には工事
に伴いご迷惑をおかけしていますが，順調に推進工法による管きょ布設工事が進んでいます。令和６年８月末
時点の工事進捗情報をお知らせします。発進立坑から布設していました掘進機が無事に到達の既設マンホール
に到達しました。推進工法により管きょ延長約 152m の布設工程が完成しました。掘進機の回収も済み，今
後，埋設管内での作業に移行していきます。引き続き，安全に十分配慮しながら工事を行います。

外野第１公園

大島中

【位置図】

発進立坑

到達マンホール

　既設マンホールに到達する直前に，マンホールを削孔
します。削孔した時に既設マンホールに土砂が流れ込ま
ないように地中の土砂を固めます。固まっているかどう
かを薬液により試験を行い確認し，安全を確保します。
以上の工程から掘進機が無事に到達できるように準備を
行っているところです。写真の紫色に反応していること
で，地中の土砂が固まっていることを確認します。
　次に，下記の写真のように掘進機を慎重に推進させ，
既設マンホールの外壁まで到達させます。下記の写真は，
掘進機が既設マンホールに到達した時の状況です。



齋藤特命教授 学会投稿

【要旨】 近年台風の大型化やそれに伴う豪雨災害が多発している。 まさに，

地球温暖化による気候変動での影響である。 2023 年 9 月 8 日には台風

13 号の影響による豪雨で筆者の自宅周辺も数年ぶりの内水氾濫の被害に

襲われた。 また首都直下型や南海トラフによる巨大地震の発生が予想され

ており防災対応は急務である。 ハードウェア防災も必要であるがソフトウェア

防災へのシフトが必要であり， 子供のころからの防災教育が大切である。

筆者は地元の小学校の理科授業で防災教育に結び付く様々な試みを行っ

てきた。 2022 年度に実践した地元小学校での取り組みや成果， そして今

年度の課題を報告する。

小学校高学年を対象としたリモート防災教育の試み

齋藤　修 （茨城大学） ・ 小林　薫 ・塩澤恭平

↑茨城県ひたちなか市の３小学校を
結んだリモート教育
（３小学校位置）

↑茨城県ひたちなか市白亜紀層
（平磯）からのリモート授業風景

茨城県ひたちなか市での斜面
補強実証実験 （大川）

小学校高学年を対象とした
リモート防災教育の試み

３校連携のリモート学習 （防災教育）を

今年度検討

齋藤特命教授 学会投稿

　茨城大学工学部 AI・ICT 次

世代広域応用教育研究センタ

ー副センター長　工学部附属

教育研究センター　齋藤特命

教授による，ひたちなか市の

３小学校（外野小学校，前渡

小学校，美乃浜学園）をリモ

ートで結んだ授業を行いまし

た。防災教育がテーマであり，

河川課で整備をしている大川

の現場から，３小学校の小学

生達と授業を行いました。当

日は，河川課職員も授業に参

加しました。

茨城大学工学部
齋藤特命教授による授業
茨城大学工学部
齋藤特命教授による授業

リモート防災教育実施
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　第 59 回　地盤工学研究発表会において，一般セッションの 2. 調査・分類　リモートセンシング・GPS で発表を行

いました。発表のテーマは，「ハザードマップ作成のための CLAS による道路計測の効率化に向けた実験」を，中須賀

教授と齋藤教授の指導もと行い，その結果，見事に「第 59 回地盤工学研究発表会優秀論文発表者賞」を受賞されまし

た。鈴木泉輝さん，受賞おめでとうございます。

測量の効率化を求

め衛星測量専用の

施設を鈴木さんが

開発しました！

これにより台車に

測量機器を乗せて

測量をスムーズに

行えました！

【測量：水準測量→衛星測量（CLAS）】 【測量：衛星測量（CLAS）中】
▲研究論文を発表した鈴木泉輝さんの発表の様子が，上記の中央写真と右写真です。

４　リモートセンシング ・ＧＰＳ　鈴木泉輝　茨城大学教育学部附属中学校　　ハザードマップ作成のための CLAS による道路計測の効率化に向けた実験

　以前から，ひたちなか治水だよりでご紹介しています「鈴木泉輝さん」が，ひた

ちなか市のハザードマップを題材にした研究発表を今年度も行っています。

　今回は，地盤工学会主催の「第 59 回地盤工学研究発表会」で発表しました！

　鈴木泉輝さんは，現在，茨城大学教育学部附属中学校の２年生です。中学生の発

表については，鈴木さん，ただ一人です！

ひたちなか治水だより NEWS ！ひたちなか治水だより NEWS ！ひたちなか治水だより NEWS ！
　以前から，ひたちなか治水だよりでご紹介しています「鈴木泉輝さん」が，ひた

ちなか市のハザードマップを題材にした研究発表を今年度も行っています。

　今回は，地盤工学会主催の「第 59 回地盤工学研究発表会」で発表しました！

　鈴木泉輝さんは，現在，茨城大学教育学部附属中学校の２年生です。中学生の発

表については，鈴木さん，ただ一人です！

第 59 回地盤工学研究発表会

優秀論文発表者賞

受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます

　ハザードマップ作成に重要なことは住民が見て，「見やすい！」「わかりやすい！」ということであります。水準測量

から CLAS（衛星測量）を利用し計測，ハザードマップに地盤の高さを追加し，ハザードマップの作成を試みました。

　　→メリット：スムーズな測量，高度差で避難訓練などイメージが可能となる成果が得られました。

祝
受賞


